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１．平成２６年度実行計画について 

 

第８次行政改革大綱は、実施期間を平成２５年度から平成２７年度までの３年間として、「政策的経費の確保」、「事務事業の効果の最

大化」、「共動の推進」の３つの視点をもって、１１項目２２件の具体的な改革に取り組むこととしております。平成２６年５月における

主要課題別の取り組み内容は次表のとおりです。 

（主要課題別の項目数） 

主要課題 取り組み件数 
取り組み内容 

計画期間中 平成２６年度 

(1)事務事業の見直し ５項目 １５件 市民が必要とするサービスを最小限の経費で効

率的かつ適切な手法で提供するため、定型的な事

務の簡素・効率化を図るほか、情報技術の進展に

対応しながら、行政サービスの向上に取り組みま

す。 

平成２６年度は、公共施設への指定管理者制

度導入を進めるほか、認定こども園建設に向

けた設計及び造成を実施します。 
（H26年度 １２件  

 うち新規２件） 

(2)組織機構の簡素効

率化 

１項目 １件 行政課題の解決や市民ニーズに適合したサービ

スを提供するため、各種施策を機動的に展開でき

る組織運営を目指します。 

平成２６年度も、組織機構の適正規模化に引

き続き取り組みます。 

（H26 年度  １件） 

(3)定員・報酬の見直

し 

２項目 ２件 地方分権の推進に伴う業務量の拡大に対応でき

るよう、定員の適正化に努めます。 

平成２６年度も、定員及び報酬等の適正化に

引き続き努めます。 
（H26 年度  ２件） 

(4)財政運営の効率化 ３項目 ４件 市有財産を有効活用した新たな財源確保に取り

組むほか、使用料等について受益と負担の適正化

を図ります。 

平成２６年度は、広告収入を活用した市内案

内板の運用を開始します。 
（H26 年度  ４件） 

合  計 

１１項目 ２２件 

 （H26年度 １９件  

うち新規２件） 

取り組み件数：実施期間（平成２５年度～平成２７年度）中の件数。括弧内は平成２６年度の取り組み件数。 
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２．具体的な取り組み項目 

 

（１）事務事業の見直し 

① 事務の効率化 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

施設管理費の削減 民間活力を活かした市内街灯等の

ＬＥＤ化（ＥＳＣＯ事業）に取り

組み、維持管理費の節減を図る。 

市内業者の組織化を図り、事業実施の手法を決定す

る。 ２７ 都市整備課 

市民税申告相談業務

の改善 

効率的な相談体制を構築し、処理

の迅速化と会場の混雑緩和を図

る。 

相談に時間を要する収支申告等について、事前相談会

を開催し、事前準備の徹底を図る。 ２７ 税務課 

 

② 多様な主体との役割分担の推進 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

地域防災力の向上 防災体制の充実のため、消防団員

を対象とした地域防災指導員制度

を創設し、消防団と自主防災組織

との連携強化を図る。 

地域防災指導員の指導力強化のための研修を実施す

るほか、自主防災組織の訓練へ指導員を派遣する。 
２６ 消防本部 

提案型アウトソーシ

ング制度の構築 

公共サービスの充実と効率化を図

るため、市が実施している事務事

業について、企業等から業務の委

託化や民営化の提案を募集する。 

対象事務事業の範囲を整理し、提案募集を実施する。 

２６ 総務課 
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③ 公共施設の適正な管理運営 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

公共施設の再編 安心して子どもを産み育てる環境

の整備のため、市単（へき地）保

育園を再編整備し、柔軟な保育サ

ービスの提供と施設運営の効率化

を目指す。 

※平成28年 4月 認定こども園開

園 

認定こども園建設に向けた実施設計及び造成工事を

実施する。 

２７ 福祉課 

指定管理者制度の導

入 

施設の効果的な運営に資するた

め、母子生活支援施設（ハニーハ

イムかづの）を指定管理者による

管理へ移行する。 

年度内に指定管理協定を締結する。 

２７ 福祉課 

施設の効果的な運営に資するた

め、花輪図書館及び十和田図書館

を指定管理者による管理へ移行す

る。 

年度内に指定管理協定を締結する。 

２７ 生涯学習課 

施設の効果的な運営に資するた

め、野球場等の体育施設を指定管

理者による管理へ移行する。 

年度内に指定管理協定を締結する。 

２７ スポーツ振興課 
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④ 公正の確保と透明性の向上 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

事務の透明性向上 入札契約事務において、電子入札

システムの導入等を図りながら、

これまで以上に透明性や競争性を

高める。 

入札設計図書のＷｅｂ閲覧を試行するほか、電子入札

システムの導入方針を決定する。 
２７ 会計課 

 

⑤ サービスの向上 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

図書館サービスの向

上 

利用者ニーズに対応するため、蔵

書の拡充やＩＣタグによる管理シ

ステム導入を実施し、書籍の検索

や、貸出、返却の効率化を図る。 

図書管理システムを導入し、試行運用を開始する。 

２６ 生涯学習課 

水道水の安定供給 水道水をより効率的に供給するた

め、上水道と簡易水道の経営統合

に向けた施設整備を進める。 

配水池等の施設整備工事を発注する。 

（平成 28年度 経営統合） ２７ 上下水道課 

納付機会の拡充 納税者の納付機会の拡充を図るた

め、いつでもどこでも納税できる

仕組みを構築する。 

※平成27年 4月 システム入替予

定 

基幹システムの入れ替えに合わせ、コンビニ収納実施

方針を決定する。 

２７ 税務課 
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（２）組織機構の簡素効率化 

① 組織機構の見直し 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

組織・機構の再編 効率的で機動的な組織体制とする

ため、組織機構の適正規模化と機

能強化を図る。 

必要に応じて組織機構の見直しを行う。 
２６ 

(毎年実施) 
総務課 

 

（３）定員・報酬の見直し 

① 定員管理の適正化 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

定員の適正化 定員適正化計画に基づき、限られ

た人的資源の適正配置に努める。 

定員適正化推進計画（平成 27～31 年度）を新たに策

定する。 

２６ 

(毎年継続) 
総務課 

 

② 報酬等の適正化 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

非常勤特別職報酬の

見直し 

報酬の適正な支給を行うため、支

給方法及び金額について必要な見

直しを図りながら、適正化に努め

る。 

県及び県内他市の状況調査を実施する。 

２６ 

(毎年継続) 
総務課 
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（４）財政運営の効率化 

① 税外収入金の確保 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

行政財産の公募によ

る貸付 

新たな財源確保と市民の利便向上

のため、公共施設の余裕箇所を有

効利用し、公募により有償貸付を

行う。 

本庁舎市民ホールに、広告付き市内案内板を設置し、

運用を開始する。また、各公共施設の余裕スペースを

調査し、箇所リストを作成する。 
２６ 

(毎年継続) 
総務課 

公共施設への企業広

告掲出 

公共施設等を広告媒体として民間

事業者の有料広告の掲出を行う。 

公共施設の壁面広告について、実施要領を作成する。 ２６ 

(毎年継続) 
全庁 

 

② 受益者負担の適正化 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

公共施設の使用料等

の見直し 

施設の類型や管理コストに応じた

使用料の基準を作成する。 

各施設の管理コストを集計し、使用料等基準の素案を

作成する。 ２７ 全庁 

 

③ 財産の有効活用 

取り組み項目 実施概要 平成２６年度の計画 
目標 

年次 
担当部署 

公共施設の有効活用 老朽施設の長寿命化に取り組み、

公共施設の有効活用を図る。 

国の指針に基づき、基本方針を策定する。 

２７ 全庁 

 


